
広告主様向け

Dairinでの
ITP対応の手順

ITPに完全対応すると有利です
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ITPとは
ITP対応のメリット
ITP対応の手順
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ITP対応に
ついて
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ITPとは01

ITPにより、

iPhoneやMacのブラウザ(Safari)で

成果の計測ができないことが増えています

DairinはITPの環境下でも計測できるトラッキングを開発

さらに、簡単な設定だけで7日以上のITP完全対応が可能です

ITPへの対応が求められますが
技術的ハードルがあります
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ITP対応のメリット02

代理店獲得に

有利です

すでにITPに対応しているかどうかで

広告主を選ぶ動きがあります

*代理店とは…

アフィリエイター、インフルエンサー、YouTuberなど

広告主の商品やサービスを紹介する人のことです
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ITP対応の手順03
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ITP対応の手順
広告主管理画面→プロジェクト→プロジェクト名

①

②
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サブドメインを入力して申請 例：t.xxx.jp

ITP対応の手順
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→申請後、Dairin側で設定を行います

ITP対応の手順
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ITP対応の手順
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→申請後、Dairin側で設定を行います

ITP対応の手順
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御社がご利用になられているDNSの管理画面で
申請したサブドメインにNSレコードを設定してください

ITP対応の手順
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例：お名前.comの場合

ITP対応の手順

NSレコードの設定
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例：お名前.comの場合ITP対応の手順
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例：お名前.comの場合

対象ドメイン

ITP対応の手順
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例：お名前.comの場合ITP対応の手順
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例：お名前.comの場合

ホスト名：申請したサブドメイン（t.xxx.jp）

TYPE：NS

TTL：任意

VALUE：Dairin管理画面で表示されたコード

状態：有効

全てのコードを追加してください

ITP対応の手順
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NSレコードを設定が完了したら
お知らせください

ITP対応の手順
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Dairin側で設定を行い
ITP設定完了です

広告主画面 代理店画面

管理画面に表示されます

ITP対応の手順
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例：Xサーバーの場合

ITP対応の手順

NSレコードの設定
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例：Xサーバーの場合ITP対応の手順
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例：Xサーバーの場合ITP対応の手順
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例：Xサーバーの場合

ホスト名：申請したサブドメイン（t.xxx.jp）

識別：NS

内容：Dairin管理画面で表示されたコード

優先度：任意

全てのコードを追加してください

ITP対応の手順

TTL：任意
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NSレコードを設定が完了したら
お知らせください

ITP対応の手順
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Dairin側で設定を行い
ITP設定完了です

広告主画面 代理店画面

管理画面に表示されます

ITP対応の手順
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ITP対応の手順

C20251210

【推奨】計測タグ（JS）の切り替え
広告主管理画面より「プロジェクト」ページの
該当プロジェクト→キャンペーン詳細の

「ITP用ドメインのjsファイル」にチェックを入れると取得できます

張り替えはプロジェクトタグのみ、コンバージョンページの貼り替えは不要です


